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１．はじめに 

近年，劣化したコンクリート構造物の補修後，比較的早期に再劣化に至る事例が報告されている。筆者ら

は、補修時の条件の違いが再劣化におよぼす影響を把握し、その原因の解明と対策を提案するために、道路橋

床版の塩害劣化を想定した鉄筋コンクリート試験体を海洋環境下に暴露し、各種実験を５年計画で実施してい

る．本報告は、これらの実験のうち、海洋暴露１年目の鉄筋の腐食状況の結果について示す．なお、本研究は、

東京大学生産技術研究所と産学２０団体の共同研究「劣化したコンクリート構造物の補修工法に関する研究」

として実施しているものである． 
２．実験の概要 
実験は，断面修復工法および表面被覆工法を対象とし，異なる補修条件で作成したコンクリート試験体（150

×150×530mm，鉄筋被り 30mm）を海洋環境下に暴露し，１年,３年,５年後に試験体を回収して解体し各種調

査を実施して行うものである． 

２．１ コンクリートの配合 
コンクリートの配合は、普通ポルトランドセメントを用い， 

水セメント比 65%，目標スランプ 12cm，空気量 4.5%に設定 
した．混和剤は，ＡＥ減水剤，ＡＥ剤を用いた．28 日の圧縮 

強度は，32～36N/mm2 であった．練混ぜ水は上水道水を使用し 

塩化物イオンは予め練混ぜ水に溶解して添加した．塩化物イオ 

ン量は，0，2.4，4.8kg/m3 の３水準である． 

２．２ 試験体 

暴露試験用コンクリート試験体は，模擬はつり部の範囲，深 
さにより図―１に示す６タイプを作製した．補修方法は，模擬 
はつり部のコンクリートの下地処理をジェットタガネとワイヤ 
ーブラシで行い，ベオバ系セメントペーストを刷毛塗りし，プ 
ライマ－処理を施した．断面修復材の施工は，ベオバ系ポリマ 
ーセメントモルタル，表面被覆材としてはエポキシ樹脂系プラ 
イマーとエポキシ樹脂系パテを施工した後，中塗り（柔軟型エ 
ポキシ樹脂系）２層，上塗り（柔軟型ポリウレタン樹脂系）１ 
層を塗布した．なお，上面被覆を行わない試験体は，試験体上面を塗り残し５面に被覆を施した．表―１  
に補修条件一覧表を示す．試験体番号の意味は実験シリーズ－配合 No（塩分混入量の違い１：0kg/m3，２：

2.4kg/m3，３：4.8kg/m3）－試験体のタイプ－上面被覆の有無である． 
２．３ 暴露実験 
試験体の暴露は静岡県伊豆半島東海岸伊豆海浜公園内の暴露場において実施した．この暴露場は波打ち際に

設置されており，暴露試験体は満潮時には波に洗われ干潮時にも全面に岩礁があるため常時海水飛沫を受け 
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図－１ 試験体のタイプ 
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る厳しい腐食環境下にある．暴露期間中の月平均温度の変動は 7 
～27℃(網代測候所データ)で年間の平均気温は 16.0℃であった． 
２．４ 試験方法（鉄筋腐食箇所の測定） 
試験体から取り出した鉄筋に透明フィルムを巻き付けて、発錆 

部分を写し取り画像解析装置を用いて，腐食箇所を測定した． 
３． 実験結果と考察 

図－２～４に全面補修を行った試験体の腐食状況を示す．図の 

下半分がかぶり側，上半分が反かぶり側として表示してある。こ 

れらの図から，いずれも反かぶり側で腐食が卓越していることが 

わかる．これは躯体コンクリートの内在塩分の影響が現れた結果 

と考えられる．しかし，Ａ試験体は，鉄筋の背面まではつりを行 

ったものであり，鉄筋は完全に断面修復材で覆われている。この 

ような条件でも鉄筋の腐食が進行 

していることは，内在塩分が多 

い場合には全面補修を行っても 

補修効果が十分に発揮できない 

可能性がある。また，上面被覆 

の有無の効果を見ると，コンク 
リートに塩化物イオンを 2.4kg/m3 

混入したＡ試験体（1-2-A-無と有） 

とＣ試験体（1-2-C-無と有）では， 

明らかに，上面を被覆することに 

よって，腐食が抑制されているこ 

とがわかる．これは，上面被覆が 

酸素の供給を制御しているためと考えられるが，コンクリートに 

4.8kg/m３以上の塩化物イオンが内在する場合（1-3-A-有，1-3-C-有） 

には，その効果よりも内在塩化物の影響が卓越して，腐食が発生して 

いる．Ｆ試験体は，はつり深さ以外の条件が同一のＡ試験体（1-2-A- 

有）ならびにＣ試験体（1-2-C-有）に比較して腐食の進行が顕著であ 

る．Ｆ試験体は，両試験体の中間の位置（鉄筋がちょうど露出する位 

置）にはつり界面があることから，施工時に断面修復材が鉄筋と躯体 

コンクリート間に回り込みにくく，充填不良が発生したため等が原因 

と考えられる．一方，図－５は部分補修を行った場合の結果であり， 

既設コンクリートと断面修復材界面のコンクリート側にマクロセル 

が原因と思われる腐食が発生していることがわかる．この現象は， 

塩分未混入のＢ試験体（1-1-B-無）においても観察され，旧来より 

言われているように部分補修がマクロセル腐食を発生される要因で 

あることが確認された． 
４. おわりに 

本稿では，1 年海洋暴露の結果のうちから，腐食状況測定結果について示した。その他の評価項目について

も結果が出ており，引き続き報告する予定である． 

１－２－A－無 

１－２－Ａ－有 

１－３－Ａ－有 

試験体 Cl-量 表面被覆

番号(*) (kg/m3) 位置 深さ 方法

1-2-A-無 2.4 全面 鉄筋裏10mm 上面無し
1-2-B-無 2.4 部分 鉄筋裏10mm 上面無し
1-2-C-無 2.4 全面 鉄筋半分 上面無し
1-2-D-無 2.4 部分 鉄筋半分 上面無し
1-2-A-有 2.4 全面 鉄筋裏10mm 全面塗布
1-2-B-有 2.4 部分 鉄筋裏10mm 全面塗布
1-2-C-有 2.4 全面 鉄筋半分 全面塗布
1-2-D-有 2.4 部分 鉄筋半分 全面塗布
1-3-A-有 4.8 全面 鉄筋裏10mm 全面塗布
1-3-B-有 4.8 部分 鉄筋裏10mm 全面塗布
1-3-C-有 4.8 全面 鉄筋半分 全面塗布
1-3-D-有 4.8 部分 鉄筋半分 全面塗布
1-1-A-無 0 全面 鉄筋裏10mm 上面無し
1-1-B-無 0 部分 鉄筋裏10mm 上面無し
1-1-E-無 0 上面無し
1-1-E-有 0 全面塗布
1-2-F-有 2.4 全面 鉄筋背面 全面塗布

実験シリーズ－配合No－試験体タイプ－上面被覆の有無

補修無し
補修無し

はつり

(*)試験体番号：

表―１ 補修条件一覧表 

１－２－Ｃ－無 

１－２－Ｃ－有 

１－３－Ｃ－有 

図―３ Ｃ試験体鉄筋腐食状況 図―２ A 試験体鉄筋腐食状況 

１－２－Ｆ－有 

図―４ Ｆ試験体鉄筋腐食状況 

１－１－Ｂ－無 

１－２－Ｂ－有 

１－２－Ｄ－有 

図―５ 部分補修試験体鉄筋腐食状況 
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